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ル
ィ
、ボ
ナ
パ

•ル
ト
論

」

^

か

け
る
小

.農
階
級
論
浓

f
)

見
、矛
盾
の
や

>
9 

k見 

え
る
け
れ

V
j

も
、階
級
柳
成
の
條
件

€

喈
級
構
成

0,
過
'
.程
^

關
；す
る

^

^
ク
シ
ズ
ム
の
解
釋

^
 

ょ
つ

V

大
方
卿

.決
す
る
が
如
く
で
あ
る

.0
Z

れ
奋

の

諸
黙
を
論
述
す
る

^

先
P

立
り
て
先
づ 

如
何

k

階
.級
が
發
達
し
だ
が
は
關
す
る
マ

ダ

ク
ス
ー

M
n f

ズ

ゲ
ル
ス
說
を
研
究
す

3 

i 

Z

ろ
が 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

f
c 

.

.

.

.

4 

:

然
ら
ば
、階
級
は
如
何

-̂
し
て
發
生
，し
た
か
。：

:

汰
：
ン
ゲ
灰
ス
，は

こ

れ

答

へ

て

い

ふ

々

..
:

.

「

_

會
が
榉
取
階
：鰍
ミ
被
播
：

.収

.階
：級
、支

»

階

®

さ
被
：支

.g

階
級

k

分
‘れ
た
の
は
、前
：代
に
：為 

け

る

生

產

の

實

聘

な

る

發

達

か

ら

生

'じ

位

必

雜

ぬ

結

:*
:で
：あ
つ
た

9
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會
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勞
働
が
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第
ご
十
二
卷(

六
U

O

Vへ社#i

紙
踰
の
ニ
考
察
： 

第
五
'號 

三

四

ベ
て
の

-A
の
生

#

k
必
要
竑

S-
:

も
-
の
：以

外

^

は
、極
め

.
て
僅
か
の
餘
剩
し
か
：產
出
し
な
：ぃ
間 

は
，從
つ

.
で
;
.«*
•

#
'̂
II
:
の
.大
.条
數
：
;̂
.終
.
.日
.
ま
/2
'
:は
殆

.

.んV
j

終
：1
1
.努
働

^

從
事
ぃ
し

.な
\
.け
"れ「

ば
.
な
：
 

ら
な

S

間
は

»

會
は
必
然
的

^

擻
踏

.級
^

分
た
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち

«

ら
勞
役
^
服
す 

る
.
大多

..

歡

0'
人
：々
：

の
： .

外
ic
.、直
接

.生
へ
產
か

ら

免
れ
て
社
食
の
一
般
的
任
務
即
ち
等
動
の
指
»
、
 

B

家
の

®

務
裁
到
學

ra
藝
術
等
に
從
事
す
る
一

,

級
が
生
ず

.

.る
。
故

^

階
級
の
甚

0

を
な 

一
す
も
ぬ
は

•
分
勞
の
原
现
で
あ
る
。

」
(

黯
九

,°
:

.

‘：」

社
會
的
必

■
要

ヒ

ょ

奋

分

勞

®

結
’果

が

ft
t

i

a
を
發
生
娘
し

^

な

5

す

.る

說

の

外

k

ェ
 

ン
ゲ

>
 

ス
：は

-狗
ほ
他
の
階
級

«

瑪
の

.
原
因
を
：_

明

し

^
ね
る

::
?
。::
:
: 

. 

,
.

.

「

か

、
る

階

«

桃

成

*'
並
ん
：で
、今

-
つ
：
な
階
：»

權

成

が

行
：は
れ
た
？
農

#

家
'族
：內
ド
為
け 

.
る
.屈
射
的
分
勞

.は
‘清
，が
一

:
定

の

階

段

^

到
達
す

.
る

？
、「

人
：乃
：至
；«
.
人

の
.
.
.
家
.族

外

の
•
勞
傭

：

力 

fc
取
入
れ
る

乙

V
J

を
可

能
な
：
ら
し

.め

た
。
：
，

•
，‘
生
.產

は
太
い

_fc
發
.展
し
て

〕

今
や
'人
間
の
勞 

働

力
は
，そ
れ
自
身

の

®

な
-
る
*

持
.̂

必

要

夺る
：：

以
上
を
產
出

.
し
#

る
k

至
っ
た

0
：

：

:

乙

、

R
 

 ̂

S
.

て
勞
働
力
は

.一

の
®

値
公
得
た
。

け
れ
ど

^
 
tM

己
.
の
弗
產

.體
あ

.
ょ
び

是

れ

の
所 

属
す
る

.聯

合

體

は

何

等

，
使

：
用

し

得

；
ベ

S

過
剩
の
.勞
働
；力
を
供
給
：し
な
.
か
，'
つ
た
，。

乙

れ

こ

反

し

て

戰

#:
は

乙

れ

を

供

t

し
：だ
。

.

…

し
か
し
今
爻
で
は
戰
哿
の
捕
虜

-を
利
州
す
.み
方
法 

が

な

か

つ
た
の
で
、

*

等

は

た
<

撲
.殺
.：辛

れ

る
0.
ほ
；か
*

か
.つ
た
。

も

つ
、，J
a
.前
^

は
こ
れ 

を

人

は

喰

つ

た
.の
で

あ
る
。

然
る
に
4

:や
,

達
せ
.ら
れ
た『

經
濟
狀
態』

の

階

段

ド

今

は

、
 

乙

れ
ら

の

捕

虜

は

一

の

價

値

*■
得
る

k

至
：
っ
■

も

乙

で

人
は
乙
れ

fc
生
，か
し
.で

置
ぃ
：て 

を
の
勞
働
を
利
用
し
た
。
，：，

.
：
$

、
に
奴
隸
：制
：度
が
案
：出

さ

：れ
：だ
。」(

|

资 

か
く
の
如
く
一

.方

に
^

S

て
は

-
»•
會
內

&

■
#
げ
i

生へ產、カ

-
發
^
ぃ
の
：
結

舉

：ミ

し
_て
_
の

分
怒 

V」

こ
の
生
產
力
の
進

步

R

.1
ょ
る

外
敵
の
奴

*

化
，ほ

よ

:o
て
階
級
，ば

：：

薇

生
：
藤

'の
で

あ

る
b

人 

間

は
そ
の
古
代
か
ら
階
級
を

.有
じ

_
て
P

た
。
，
.
.
マ
ダ

ク
ス
は

「

共
*

霉
：宣
言

」

^

今
い
て

「

從
來
；の
：

す

. 

ベ
て
の

_

金
の
歷
史
は
階
級
闘
敏

-0
.
歷
、史
：岸
あ
る」

&
 S

つ

て
P

る
：麫
人
間
は
>

c
の
•

め
か」

ら 

階
級
を
布
し
た
の

'で
は
な

' S
。
：

策
十
九
世
紀
：後
^

の
.
原
始
.

®
會
.の

研

究

は
こ

の

こ

を

：W

か 

k

し
た
。

故
k

工
ゾ

ゲ 
>
 

ネ
は

右
一
g「「

a

言」

の
著
，：名
a
'
る

寒

章
^:
«

し

て

、
原

：
始

共

產

制

.
崩

«

以( 

後
の

II
:
會
の
歴
史

7X
P
,
ビ

附
註
し
た
。
即
ち
記
錄
化
殘
づ
て
ゐ

‘

ー：切

_

«
會
'は
今
：日

^

_V. 

た
る
ま
で
階
級

0

立
の
社
會
で
あ
る

 > 

然
る

^

マ' 
摩
ク

^=

 

H

ゾ 

'ゲ
,

ス
は
.
*
代
並

、
k
中
10
: 

の.階
級
及
び
階
級
闘

#

0
關
す
る
。研

究

は

^
 

^
の
で
あ
る
。
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彼
等
の
階
級
研
究
ぼ

®

,

ゎ

て
資
本
制
的
，社
會

.
^
.お
け

-5
階
級
で
あ
る
.
主
ミ
し
て
ダ
ル
ジ
ョ 

ァ

ジ
^

ぐ

」
ダ

ロ：
 

V
タ
y 

J

 t
e關
：す
る

研
：究

で
あ
る
。
彼
等
は
近
代
资
本
制
的
社
富

‘

い 

て
こ
の
二
炎
階
級
の
み
を
認
姆
や

5

ビ

す

る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
階
級
以
外
の
踏
.級
は 

資

本

ガ

#

會
の

^

&

€ -
n
v
f
e

 k
:

考
.の：
何
れ

.

か
.
K

is
す
る

^

至

C
N、

資
.本
制

.社
會
の
最

■%
:

發
達 

し
ナ
こ
乙
ろ

k

は
る
れ
ら
の
ニ
太
踏
級
が

«

敵
霸
す
る

_

營
K

分
れ
る
。
故

k

彼
の
社

#

^
 

考
察
は
主

V
J

し
で

乙

^

'̂
0

1

一
階
難

.

向̂
け
&
れ

で

ぬ

る

の

で
あ

る

々

'：

乙

、
^

い
ふ
ブ
ロ
：

V

久
^V

ャ
.
及
び

K

次
ジ
メ
ァ
ジ
ィ
を
は
何
：を
意
味
す
る

)

か
0

エ
.
ゾ

ゲ
ル 

ス
は
そ
の
語
胍
的

.寂
義
を

「

空
想

.
ょ
か
科

_

ゎ

©

社
#

主
：義

' g「

#

展」

ゆ
英
譯
版

0

次
の
や
ぅ

k
 

說
明
し
て

P

る
。

「

封
雞
時
代
の
初

.

_

^

%
s
「

で
は
：變

1[
:

業
を
行
ふ
：特

權

.2
:
領
.ま
：か
ら
得

/2
雜 

il
は
舊

HL
の
城
下
の
一
，地
無
ま
た
は
領
主

@

武
土

0

を
の
生
で
ロ
夜
見

m

:t
t

る
城
壁
や
塔

. 

k

ょ
つ
て
外
敵
の

'攻
擊

か

も
防

*

き
れ
：て

P
る

一

地
激

k

s
ff
i

L
/s
o

.か
ぐ
：
て
形
造
ら
れ
、防 

ff
さ

れ

た

W

は
佛

®

而g
i

で
.
は

cr
o

l
獨
乙
語
で
は
き
ぶ
ス
コ
ッ
，ト
ラ
ン
ド
顏
で
は

cr
l

tr
莱 

語
で
は

b

§

i

ど
呼
ば

^

た
。

そ
な
杈
住

/t
で
ゐ
る
正

’當

の

資

格

の

あ

る

エ

[£
、エ
人
及
び
商 

A

.I
J
:フ

ノ

シ

T 

€町

献

*

侧

普

ミ

し

て

*»
ブ

ガ

f
 m 

T
ジ
イ
、€

哼
ば
れ
，
た
.。

诗

の

輜

過

ビ

兆

k

多

く

の

W

は
：軍
獨
で
ま
た
は
隨
結

.的

k

各
々
領
主
の
.强

«

k
,反
杭
し

#

る
だ
け
強
大
.ビ
 

な
つ
た
。

而
し
て
領
主
同
志

★

た
は
：國

H*
V
J:0
闘

#

k

4
 

S

て
勢
力
の
；：

I

つ
.て
.
ゐ
'
る

場

合 ̂

は
、そ

の

獨

立

'を
確
保

>
4.た

^

ど
す
ら
あ
る

.0
を
れ
の
み
な
ち
ず
、町
€
町
ヾ

」

の：間
の
生
康
物
の 

交
換
が
發
展
し

‘始
め
る
ど
、エ
匠
ご
商
人
ど
は
そ
の
商

ult
n

k
對
す
る
增
加
し
た
#

要
を
充
從
す 

れ
め

it
他
人
の
勞
働
を
も
必
耍

y
j

す
る
。

乙

の
#

«

は
、全
然
領
主
の
自

.ff
l

k
さ
れ
ー
て
ゐ
た
田 

舍
の
隸
農

k

ょ
つ
て
熱
心

k

充
た

さ

れ
.た
。
'
彼
#

の
多
く
は
鬼
縛

^

れ

て

$

る
，許

ぅ

で

な

く
 

• 

餓
死

—

3ギ

ぅ

次

、豐
饒

.な
：田
：園

：か
ら
逃
れ
て
，町

R

避
，雛
し
、を
.こ
で
彼
等
の
以
前
の
仲
間
の

_隸
：
'農
：
 

k

使
は
れ
て
幾
何
か
ょ

l r

生
活
を
し
.幾
何
か
の
肩
由
を
も

#

|2
。

か
く
て
奪
掠
的
の
商
人

®
 

級
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ

>
 
ジ
ィ
の
形
成
ど

.共
-
k
.
:
.
K
.

マ
、
”

^
 ̂:

ャv
j

名
づ

-け

る

被

奪

«

的

賃

«

榮
：
 

働

階

級

.が

起

り

て

來

た

.0
即
ち
彼
等
の
勞

«

カ
».外

^

«
も
の
：
.を

：：％

所

.
苻

せ

ず

、
そ

：
の

生

'
洁

t

 

維
持
し
、そ
の
子
孫
を
生
む
た
め

^

は
、勞
働
力
を
寶
ら
な
け
れ
ば

‘な
ら
な
い
所
謂

.
^
zrl
l

A
の
附 

■&
が
.起
つ
て
來
た
の
で
ぁ
る
。
ブ
ロ
レ
タ

”

ャ：ミ
，

s
^

語
は
ラ
テ
ン
詔
の

"0
”0'
^

2
が
ら
起
つ 

て
來
た

.の
で
、子
孫
を
意
味
す
る
。：

乙

:0.

語
'は

»

め
^

:ォ
マ

k

お
い
で
所
有
物
ー

0
皆
無

«

る

^「

. 

拘
ら
ず
、國
家

k

對
し
て
子
孫
を
：生
む

.：

”

ふ
價
値
が

^

る
。ぐ
い
：ふ
の
で
、セ
ル
グ
ィ
ユ
ス
•ッ
リ 

m
ニ
十
二
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邻

ニ

十

ニ

卷

C

六
ニ
：四> 

社
#
階
极
論
：の
。
1
_
:
\ 

蜜

，號

.

三
八

ゥ
ス
の
8

勢
餅

奔
冲

k
 

p's
w
a
n
i
:̂
し
.て
»

へ
ち

：れ
^

階
'級
^

用

ゐ

ら

れ

た
'0
:
で
あ
る
。」 C

塑

.
-

1
) 

“

ゾ
ゲ
グ
ス
は
何
ほ
？を
の
共
產
黨
：宣
言
草
案
：の
.中
で
雨
：階
淑

^

^

て
.ゐ
る

。

即

ち

「

す 

，へ
てg

文

明
#

k
食

い

て
、才
ベ
て
の
生
活
資
ー
料
.？

ノ
マ
の
.
.
產

出

化

必

要

な

る

原

料

：
並

け

器

具(

機
丨 

補
及
び
：

H

場

.¥
細
代
排
他
的
ド
所
有
し

P

ゐ
，る
大
資
本
寒
の
階
級
が
あ

」

る
0「

乙

れ
が

.ブ

y

ジ
n 

ァ
■階
級
ま

,/
2

は

ブ
グ

ジ
ョ
ァ

ジ

ィ

で
あ
る
。
^
幾

,

'「K

 

口レ：タ
リ
ャ
ビ
は

f

の
生

®

維
：持
を 

取
技
今
の
勞
働
の
贩
寶
の
み
か
ら

#

て
ゐ
：
.て
、あ
る
資
本
の
利
櫚
か
ら
得
て
ゐ
な
い

«

食
階

«
 

で
あ
る
。

そ

の
幸
福

.も
-を

の：
悲

哀

も

V

の
生
死

彥

の
全
體

‘の：

生
：
存

も

勞
；.

働

を

.對

す

る

®

粟

. 

代
依
：存

し
、景

氣

不

t
氣

の
.
變
化

ド

ょ
.
6、無
拘

束

な
：：

競

：
雙

の

.
動

*
は
依
：#
.
:し

.

て
：：

ゐ
る
：階
：級

で
あ

る

-
l
r
k
.
し

て

V 

.
へば

'
フロ

.：
レ

タ

リ

ャ

ま

た
は
：：

ブ
ロv

レ
' 
タ
ソ
リ
"
.
^
ル
：，
嘴

級

，
は

第

+

九
：
11
1
'紀
：
0
.

勞

#

者

階

級

で

あ

る

0」

<
藍

5

''
^

の
定
義

'は
.言
塬
：的
定
：_

代
辑
 

ロ
レ
タ
リ 

ャ
k
 

k
フ

ル

、シ

,
ァ
ジ
ィ
の

-

®義

て

あ

る

。

即

ち
產
：業

革

命

0
,舞

.竭
：中
化
發

「

生
：じ
：た
兩
喈
級
、
 

k
:つ
い
て
の

.定
義
で
あ

6
、前
の
定
義
及
發
達
過
程
に
為
け
る
，兩
、

.階
：
.級
：の：

$

義
；で

.；あ
：る
。

：

•

フ
パ

ジ

n

ァ
ジ
ィ
は
，近
代
社
兪

R
背

け
：る
發
達
で
あ
る
。

.
r

ァ
メ
リ
力
の

■發
見

#

a
峰
の
.廻 

航
-は
、
名
の
.新

興

の

ブ
^

ジ

.3
ア

ジ

イ
k

對

し

て
'新

ち

し

い
，
地

盤

を

作

っ
/2
‘の

，で

ぁ

っ

た
：
。

」

5

而

し

て

ブ
X

ジ
ョ
ァ
ジ
ィ
の
發
達
は

i
,れ
を

1

テ
w
 

k
分
つ
て
見
る
こ

v
j

が
出

.

.來
る
。
即
ち

/

\

ジ

3

ァ
ジ
ィ
が
封
建
制
度

V

J

W制
，王

.
固

の

制

度

，
の
，
下

に

.あ
い

V
、

階
級

ビ

し
て
*
成
さ
れ
つ 

、
あ
名
游
，一
沏

S
、®

R
陪
»

せ
.じ
て
桃
成
せ

.ら
れ
：
»:
*
.を
ブ

ダ

ジ
.

3

T
ジ
.ィ
の
社
會
た
ら
し 

ひ
べ

く

封
：建
主
義
マ」

王
制
せ
_を
.願
«

し
^

®

.一.一
 

.期
で

あ
る

。(

tL
IL

i

y

,I
J
ハ
產
.■
宣
言

J

R
お
い
て 

は
、こ
、
、

R
 

S

ふ
第
ナ

_

を
ニ
分
し
て
、初

_

の
ブ
ル

'
ジ
'
,
ァ̂
ジ

.ィ
_

-

ざ

：ジ 

一
.

T
ジ

ィ

$

し
、第

三

期

を

近

ー

代

機

，槭

生

產

減

に

诗

界

市«
:發
見
以

.後
の
ブ
ル
ジ

.n
r

ジ 

■ィ
.ビ
.し
 

V
Iゐ
る
。

(

蝕
五
六)

.

.

'

:

.

;

,

 

:

;:
•

、ブ
ル
ジ
，ョ
ァ
ジ
ィ
の
發
達
は
ま
た
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
の
發
達
で
あ
る

:0
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
生
產 

は
.ブ
ロ
レ

.，タ

：リ

ャ

的.人
的
要
素
を
必
然
化
齄
達
：せ

'-
5

め
る
。
：エ
ン
ゲ
ル
ス
が
英
國

k

o

¥
て 

研
究
し

^

v
j

乙

ろ
o

る

ぐ」

ブ

ロ

レ

タ
J

ャ

の
種
ー
別
ま
ょ
る
發
達
は

先

づ

製

造

1

業

，
：
勞

働

：
者

、 

次

^
製
造
工
業

^

源
料
ヾ

」

燃
料
、、」

を
供
難
す
：ベ
き
産
業

^

勞
働
者
、次

k

エ
業

k
，ょ

っ
て
影
響 

3

れ
た
燦
業

R

キ
け
る
勞
働

.

第̂
：四

f
e
:ァ
ィ
ル
ー
フ

X

ド
，が

ら

の

移

住

勞

働

褒

で

ぁ

，る
ス
i

七
V 

而

し

て

普

麻
R

ブ

ロ
，
レ

タ

リ

ャ
ビ

,1
/'ふ
場

合

k

は
製

造

^

業

の

勞
«/
者

を
«

味

す

る
乙

€
は 

エ
ン
ゲ
ー
ス

.
の
定
義
の
如
く
で
あ
る
。

而
：し

^

、ブ
：ヲ
レ

.：タ

け

：
ャ

の

發
_

は

ブ

,
ジ

3

ァ

f

ィ 

笫
ニ
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卷
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社

勢

階

級

愁1
#

察
：

m-
3i
:
號 

叫
0

「

の
.齊

f

伸

ら

I

:

:產

：制

、

h

■

的

手

工

業

制

、機

械
i

卿

の

生

產

の

發

速

過

«

こ

伴

0 »
て 

發

達

す

5

0

1

6
 

.
即

I

 

f

ョ
' 
ァ
ジ
ィ

_

資
本
が
：發

達

す

る

f

の

同

じ
割

'ハ
を

も

レ
タ
ソ
：ャ
如
|

#

|

 

レ
.タ
リ
ャ
は
感
働
を 

見
出
.

1

間

す

1

1

梢

？

た
.そ

s

m

が
，資
f

僧

大

す

る
f

い

^

t
 

事
.を

見

出

す

M

ぢ
が
哗
來
る
.。
.
勞
働
.者
域
自
身
を
切
寶
し
な
け
.れ
ば
；な
.ら

衣

lr
の
一
で
、あ
ら
ゆ 

:'
p

r
 

- 

<
 
一
，，
0

の
ぼ
す
で
あ
る
9 

, 

■

て
競
^

上
の
.
諸

變
f

II
I

®
內

ゆ
0

0
 
0

ビ 

セ
f

さ
れ
，る
.
零

あ

る

。」

I

s

 

,ブ

P
Vレ'
タ
，
i

 

I

I

#働
’力

以
外

i

の
I

 

?

 

J

。

彼

は

で

あ

る

。

近

代

K

ロ
，レ
'
タ

ミ

"

一
m

l

味

2

 

l

l

l

u

，

I

ク

ス

？

の
？

I

し
て
次
の

" 

4

い
つ
：w

 

^
る
：：。

I

'

の

f

.化
k

つ

い

て
：I

幣
I

I

-

'
商

.

I

場

貨

出

f

 

似
渚
を

.見
：出

す

い

ふ
：
乙
：
i
が
必
要
；な

.' 條

件

ミ

な

る

の

で

あ

令

て

：ビ

：の

向

«-
|

?
い
ふ

i

ど

 ̂

は
. 
一
i

.
の

S

奮

る

。
，

I

勞

I

ま

な

る

ぐ

し

て

、彼

れ

の

I

f

 

b

れ

し

s

f

る

I

s

、I

方

ミ

他

人

i

質

す

ベ
さ

何

等

の

商

f

 
I

ネ
：せ
：
す

徒

手

空

举

、彼

れ

の勞

働
，力

の

；實
：

現

必

要

な

’る

J

切

の

も

の

か

ら
0

b
 

J

な
つ

ぼ

る
.

^
で
あ
る

'。̂

_
ハ
.0
^

:
ノ

'
:
'
, 

: 

.
'
.
;
'
L 

.

」
：

：

.

.

.

6

れ
が
近
.代

社

會

狀
4

け
る
：ズ

,

ジ
“

ァ
ジ
ィ
及
び
ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ

.の

.狀
態
で
あ
つ

2

 

等
は
互

0

相
敵
對
し
て
階
級

_

爭
を
行

0
.て
ゐ
る
の
で
急

.る
。：
而
し

•!
:
ダ

グ

ジ
ョ

T

ジ
バ
ィ
は 

今
や
支
：
*

階
級
ぞ
し
て
榮
え

n:
ゐ
る
の
，で
あ
る
。

.
八

.：

'
階
.級
鏃
達
の
過
程
は
：双
上
の
如
ぐ
で
あ
：る
が
、何
が
階
：級
を
構
成
す
る
か
の

.問
爾
が
：未
だ
殘 

s

v

 Q

る
。
' 

マ
X

ク
ネ
は
朗
代
述
べ
た
ゃ
ぅ
は
、

「

資
本
：論

」

S

一
 

卷
敏
ニ
 

*
の
最
終
の
宽
で
现

： 

代
資
本
制
社
會
の
階
級
を
地
主
；、資
本
家
、勞
働
者
は
分
ち
、何
が
階
級
を

_

«成
す
る
か
：

Q
.

問

雪
 

起
，し
て
ゐ
：
る

が

彼

は

ま

&

Z'

の
問
题

k

SI
L

て
答
へ
る

乙

ビ
が
本
か
つ
た
の
て
あ
る

*。

マ

\

 

ク，:

ス
は
己

-n
k

續
く
文

#
. 

Kお
い
，て
、な

V
.職
業
が
階

»

$
看
做
さ
る

-
ベ
.き
で
な
い

ビ

い
つ
た 

^

過
ぎ
な
い
。
醫
邮
、辯
晴
士

«

術
家
等
：の

«

業
：は

4

れ
.自
體
で
は
、

.

一.

の

特

殊

階

：級
：を

形

成

す 

る
も
の
で
は
在
い

€
同

«

(t
、_

會
的
分
勞

Q
.

鲭
舉
成
立
し
た
利
益
並
ド
所
有
範

f

階
級
-を 

形
成
す
る

も

の
で
は
な

n

故
技
鑛
说

.

有
者
、馨

■

の
所
有

S

林
の
所
有
者
も
、石

.H

も
：
 

大
道

%

纖

維

エ

業「

勞
；働

者
も

熥

窠
0

造

#:
:働
：者
.來
蚤
れ
自
體
.化
あ

S
.

て
は
階
級
で
は
な
い
。

節
二
十
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ニ
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1
漤
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四
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11

何
放

^

然
る
か
は
マ

ダ

ク
ス
：は
刺
然

#

へ
る

.

V」

乙
ろ
が

.な
い
の
で
あ
る
。
た
ぐ
前
述
の
所

^
 

か
ら
推
す
ビ
職
業
並

m
:所
.有
め

.區
別
，は
階
級
別

'-
0

標
準
ど
は
な
ら
な
い

o

ま
2

*
的
過
程 

の
的
部

R

あ
い
て

—

々
な
る
相

s

_

«

kょ
る
地

■

を
有

3

 

y

ぬ
.
る
勞
働
者
の

.團
體
^
^
は 

特
殊

.の
所
有

!

o

‘
.
て
M

で
:.
%

、,

は
階
級

^

«
成
し
な

5

.

0煙
草
製
造

妙

0

者
'*
織
維
ェ
業 

勞
働
者
も
同
じ
經
濟
的
條
件
の
下

^
、賃
銀

.：̂

對
し
せ

4
.
0
勞
：働
力
を
賣
ぅ
、同
じ
カ
痒
で
涂
， 

勞
働
を
施
行
す
，

る

.0

企
業
者
刚
.並

に

土

地

所

有

者
^

»

す

る

；
般

：
等

の

：
生

*

.
:的

行

動

か

：
ら&

る 

地

：
位

はp

1

でI

あ
：る
。

資

本

象
^

つ
S

て
も
、A

J
’

の

M

 

V
J

は
同
様
で
あ
る

。
.

^

^

J

H

U

V

化
.、屯 

瓦
、煙
草
製
造
に
を
の
資
本
を
放
下
し
て
ゐ

.て
も
資
；本
家
た
，名
她
位
化
っ

lr
て
は
同
一
で
あ
る
。
 

然
石

15
ェ
業
家
、商
人
、銀
行
家
は
同

 

一' 
#
資
本
家

^

從
：
.あ
る
が
、資

.：

本
'制
的

«

營
；の
内
部

.̂命
い 

て
は

、
®
々
な
經
濟
的
機
能
、、

」

異
つ
た
地
位
を
有
し
て
ゐ
，る
。：

階

級

區

別

の

櫸

準
€

し

て

®

業 

が
用
を
な

さ

U

い
や
ぅ

k
、所
有
の
大
小
、所
得
の

.
大
小
も
ま
た
用
を

.な

,̂な
い

o

農
段
ま
た
は 

手

工

業

者

.の

收

入

並

JC
注

.
活

狀

態

は

時
€

し
て
ょ
い
地
位
の
い
工
業
：的
勞
修
者

_ょ
6

も
高
く
は
，
 

な
い
。
故

k
、彼
等
は
勞

.働

.者
階
級

k

屬
す
る
も
の

^

主
張
す
る
人
が
，あ
る
。

ま
た
は
小
商
人
：
 

.の
營
業
は
何
を
：0

%:.彼
代
厕
し
て
ゐ
な
ぃ
o

彼

は
負

偾

を

負

つ

て

.働

い

て

ゐ

る

の
k

過

ぎ

な

.

,
s 

o故
k

彼

も

ま
^

勞
働
着
で
：あ
.る
へ
ビ
o

;
マ
ル
.
ク
シ
ズ
ム

.の
一
嘴
_

論
は
斯
ズ
の

.
如
さ
乙

>
J

 

.を
 

丰
■

す
る
の
で

.な

：い
。
a

:六 
一)

：
 

•

マルクシズム

-0
.階
：離

本

癀

論：

を

研

货

し

：や
..ぅ

ギ

す

れ

ば

-
マ

；

ン
根
本
.

代

溯

 

つ
て
、研
究
す
る

^
せ
を

.要

す

；：る
o

,
マ
ダ

ク

ヌ

は
：备
rのr

賃
，«

#
働
i

:

»本」

:̂
中
，̂

,次
.
^

つ；て
ゐ
る

?「

生
虚

R
:あ

L-
て
入
 
'は
自
然

R

對
し
で
作
用
す
る
：の
み
な
ら

^

、人

.間
：相
互

k

作
';|
1
_ 

す
る

'0
彼
等
は
，

h

寒
の

\方
&

^

&
 

:

5
て
：協

«

し
、设
括
相

1:
:
;
^
.
今
.
.の：行

«

る
乙

€

(< 

ょ
つ

「

て
.
.
.
の
み
生
產
す

•る
。
生
産

>

•
る
た
め

^

‘は
、彼
#

は
一
定
の
連
.絡
ビ

關
：係

？
^

入
る
。

ミ 

れ
ら

'の
ft
'會
.的
連
絡
、y

j

關
猶
の

«

11
.肉
^

^
い
て
の

.み
、彼
.等
辟
自

.然

.

.
作̂
知
し
、生
*

が
行
.は
ゾ 

れ
る
：？

生
：
'產
者
.の
入
み
込

'む
、
ミ

：
れ

ら

.の

社

!#
_的
.關
.係
.並
R

彼
.等

が

.を

の

行

爲

を

交

換
.じ
、生
：產
'

の
.集
合

'的
行
動

^

參
加
す
る

#

件
、
は

海

產

ー

丰

段

の

備.質
.
^
.
,
從

つ
.
.て
M
.、
る

。

-
-
個

人

が
f

の
'
.

內

RA

.

. 

S

て
嫌
*

す
^

ft
«

«
係
、即

ち
'»
會

的

生

感

咖

；係
.は
藤
®
的
の
；生

：：

產
承
段
即
ち
.生
產 

カ

'0
:變
；化
ヒ

■«
展
，R

從
’っ:

て
: *
化
す
る
'

?
生
.摩
關
係
.の
.#

體
：'が
.吾
々

0

所

賜
1[
畲

®

係
W

‘ち 

»:
:
•■
#
:を
構
成
し
、1.

定
.

の
：：

歴
史
.的
、發
雎 

の
，社
#
、即

.玉
固
有
；の
、特
殊
的
性
質

_
 

有
管
：る

：

一
社

#

%

«
成
.す
る

.の
^
.あノる

-
へ鼓六ニ

〕
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I

 

I

I

I

 V
.

:

農

:

爾

を

5

 

i

播

的

生
5

 

へ
ば
、社
愈
階
級

I

 

然
生
ー
產
咖
係

0

4
け
る
特
定
關
係
た
る
こ
仑
は
言
を
俟
农
黎
い
。
從
つ

5
 

?

ス
が
地
代 

M

S

4
銀
の

獲
..

得
者

.疼
る
地
ま
、資
本
家
、勞
働
者

.0

.三
大

■

級
.を
诞
別
し
た

乙

ど
け
ょ

^

i :

f
 

, 

而

し

i

 

S

會

觀

上

k
 

m

 

亂
の
'地

隹

^

0
レ

て

見

て

も

、

^

9
之

ど

は

#

か

で

あ

ら

ぅ

ヲ

然

ら

ば

、
マ

,
ク

ス

は

所

#

分

*
 

0
:裂

：象

奢

勿

何

夺

る

：
《

會.的
_

攀
ゼ
し
て

'見
#

か
。

「

生
.產
は

'生
|

:0
對
立

.的

规

定

k
 
_

け

る 

Z
,妒

f

成

を

包

» :
す
る

.. 

<
 萝
勝

ド

他

：
©
■
.
契

機

を

感

包

_

す
へ
る
。

過

程

は

-
常

ド

座

產

か

ら

办
 

/
 

k
浐

I

 

.交

換
.
ビ

が

包

攝

：
者

：
で

あ
>

得
'な
^

.
己
ビ

.は
、
お

の

.
づ
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